絵画における「構図」についての試論 : レオナルド・ダ・ヴィンチの『受胎告知』と『岩窟の聖母』を例として by 小林 英樹


















































































































































































































































































































































































































































50 mixed muses no.3
て浮かび上がっている。線的な骨格のうえに、濃淡の対比と濃淡が創り出す動
きが肉付けられ、緊張感と重厚さが増していく。
　レオナルドは全体をひとつにまとめる線的な分割を最初おこない、その後、
濃淡の二色に分けて彩色しながらそのコントラストを最後まで失わないように
気遣い、中間に存在する色彩を置いていった。描きはじめの段階で終えている
『三王礼拝』を見るとそのことがよくわかる。構図的線と濃淡とは、レオナル
ドにおいては相互に補完しあいながらともに重要な役割を果たしている。
7.　結
　たどり着くところは個々の作品であり、一人の人間である。その作品がどの
ように成り立っているのか、造形的手法で可能な限り明らかにできたら素晴ら
しいと思う。構図はそういった視点や習慣を身に着けようとしたときの入り口
にあるものである。そこに入っていくと、漠然としていたものが徐々に紐解け、
整理されていき、いろいろな要素が浮き上がってきて作品が深く理解できるだ
ろう。
　しかし、またそこから離れて可能な限り真っ白になって全体と向かい合えた
ら最高である。どんな発見でも固定観念を生み、固定観念はそれに従った見方
を強要し、自由な、そのときの気分や心理状態で臨むことを拒否するからであ
る。わたしは作品の前でふと自分の認識を追認識するだけの自らの姿を感じる
ことがある。それは停滞感、マンネリ化である。虚心になって世界に息づいて
いたい。
　美術館を訪れたとき、眼に留まったもの、気に入ったものがあれば、その前
に立ち止まり向かい合いたい。鑑賞の楽しみはそういったところにあり、鑑賞
の仕方はそれぞれ自由である。今回の構図に関する試論も、最終的にはそれを
願うとことから始まっている。さらに、レオナルドが現実世界に神聖なものを
重ねて見たように、作品など介在せずに、自分を取り巻く世界のなかで澄み渡っ
た世界を眺望したい。
